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材料に発生する歪みによるものとの考えから in-situ ＸＲＤ法を用いて LaNi5系合金の水素吸蔵・放
出時の構造変化を追跡し、合金を構成する各元素の役割を格子サイズの変化と格子歪みと云う視点か
ら解析している。実用上の観点から La を希土類元素の混合物からなるミッシュメタル(Mm)とし、
Ni の一部を他の元素で置換した水素吸蔵合金を用いて各元素、特に Co 置換の効果と Mm を構成す
る各希土類元素の効果を詳細に検討している。その結果、Co を置換することによって水素吸蔵・放
出時の結晶格子の膨張・収縮が著しく低減され、発生する格子歪みも小さく可逆的であることを明ら
かにし、Ni サイトの最適組成を求めている。また、この最適組成を用いて Mm の希土類元素成分を
合金の単位格子の体積が同じとなるよう材料設計を行い、水素の平行解離圧がほぼ等しい合金を作成
し、これを用いて水素吸蔵・放出時の格子の体積変化及び歪みを追跡している。その結果、ルテチウ
ムなどの重希土類元素を La サイトに置換することによって反応時の格子の膨張・収縮が更に低減さ
れ、格子歪みも小さくなることを初めて明らかにしている。さらに、これらの解析結果をもとに LaNi5
系合金負極の最適組成を決定し、アルカリ蓄電池中で加速サイクル試験を行うことによって容量劣化
が少なく長寿命な負極であることを実証している。 
以上のように、本論文の著者は、LaNi5系水素吸蔵合金を構成する各元素の役割を in-situ XRDを用いて
解明し、ニッケル・水素アルカリ蓄電池用長寿命負極を新たに見いだし、それを見事に実証している。これら
の研究成果は無機材料化学および電気化学の発展に寄与するところ大である。よって本論文の著者は博士
（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
